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研究成果の概要（和文）：エイジ・フレンドリー・コミュニティは、高齢社会で全ての人が心地よく年を重ねら
れる（エイジング・イン・プレイス）生活環境として注目され、21世紀初頭より特に都市において人々が平等に
包摂的環境を享受できるようアクセシビリティやノーマライゼーションが検討されてきた。
他方、社会環境設計のみならず、互助（相互扶助）や自助を支える草の根の構想やエイジ・フレンドリー・コミ
ュニティを構成する要素や異文化交流に関する人間文化研究の深化が課題となっている。本研究では、地域の特
徴を生かした共生環境と人々のエイジング・イン・プレイスを、日本、米国、スイス、韓国などの現地調査に基
づく領域横断的研究によって検討した。

研究成果の概要（英文）：Since the beginning of the 21st century, various ideas have been put into 
practice all over the world toward creating age-friendly environments for all generations of people 
from diverse cultural backgrounds, and particularly for older adults. In the world's major cities, 
accessibility and normalization has been promoted to enable people from diverse backgrounds to 
equally enjoy an inclusive environment.
However, it is not only necessary to design social welfare, research is needed on the local 
conditions and possibilities for change and on meaning-elements that guide human interaction across 
diverse boundaries, ages and abilities. To meet this challenge, the research explored various 
approaches to the development of age-friendly communities from a variety of perspectives. Findings 
from research drawn from communities including depopulated areas in Japan were compared with 
practices in U.S., Switzerland, Korea in order to reflect the diversity of solutions to aging in 
place.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、高齢化する 21 世紀社会の生活環
境デザインとして、高齢者のウェルビーイン
グに応える環境は、全ての人が充足して共に
生きる「エイジ・フレンドリー・コミュニテ
ィ」を構想することに他ならないという視点
が注目され、学際的研究と公的機関、企業、
市民が参加する実践が世界各地で精力的に
進められている。 
 
(2) この研究・実践に関わる課題として、以
下の点が指摘できる。①欧米の都市部を中心
に、高齢者が地域の自宅に住み続けられるこ
とを重視して環境整備を検討してきた傾向
があるが、実際には医療施設などへの移動な
どや多様な生活環境の変動に晒される高齢
者の経験に配慮すること、②人々が生活する
地域コミュニティ間の生活環境の平等性に
配慮することをも通して、コミュニティ同士
の繋がりや、より大きなコミュニティに包摂
されるよう目配りすること、③統計に基づく
指標を充足するばかりではなく、個々人の主
観的ウェルビーイングを掬いあげ、日常生活
の満足度を向上する知見として共有するこ
と、などである。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は、高齢者のウェルビーイングを
構成する重要な要素として注目されている
「エイジング・イン・プレイス」（地域居住）
について、とくに移動や変動の中で保持ある
いは拡充できるという点に注目し、①生活支
援の必要性が多様である高齢者が、様々な選
択肢の中から生活の拠点を選び必要に応じ
て変更できる環境整備、②移動や変化の中で
生きる高齢者を支え、その力を引き出すこと
に向けた多様な分野の人々のネットワーク
形成と連携の構築について検討する。 
 
(2) ①地域コミュニティの生活環境・文化に
注目し、コミュニティ同士の繋がりにも配慮
した知見を提示する。②各地域の生活文化に
おける高齢期やライフコースに関する考え
方、日常生活において個々人の主観的ウェル
ビーイング観に配慮し、相互扶助として実践
されてきた工夫等の意味・意義を検討し、そ
の知見を共有する。  
 
３．研究の方法 
(1)本研究は、一般に「高齢者に適した場所」
と見なされる場所で安住することが叶わず
変動に晒される高齢者の実情を発展的に改
善するにあたり、①過疎地・災害地で浮上し
た課題や解決に向けた実践を明示し、②主と
して北米で高齢者が心身の状況に応じて移
動することが可能な施設として運営されて
きた CCRC （ Continuing Care Retirement 
Community:継続ケア付き高齢者コミュニテ
ィ）の可能性と課題を比較検討することを通
して、多世代の全ての人が共生する新たな場

を創出する過程を具体的に提示する。 
 
 (2) ①地域コミュニティの生活環境・文化
に注目し、その存続とレジリエンスを支える
文化的資源の継承に高齢者が果たしてきた
役割、②主観的ウェルビーイングに配慮した
相互扶助に関し、現場実践者と医療人類学・
宗教人類学・民俗学・教育学などを専門とす
る研究者の領域横断型国際共同研究を遂行
し、全ての人に共通の「変わりゆく人々の生」
を支える多世代協働の時空間とその意義を
考察し、「エイジ・フレンドリー・コミュニ
ティ」研究に新たな視座を拓く。 
 
４．研究成果 
(1) 施設居住ではなく、地域コミュニティに
住み続けるというエイジング・イン・プレイ
スは、北米、欧州、日本ともに重要なウェル
ビーイングのあり方として認識されている。
とはいえ、高齢者の現実の生活は、体調にも
影響され変動の中にある。本研究では、こう
した高齢者の生活を調整する役割として、介
護保険制度のもとで展開されている活動に
注目した。本研究では、移動や変動に晒され
自分が住みたい場所に長期に留まることが
困難な状況におけるエイジング・イン・プレ
イスについて、東日本大震災被災地などに注
目して検討した。 
 その結果、①地域で高齢者ケアを行ってき
た企業は、震災時とその後において、地域住
民を支援し、住民、公的機関と協働して生命
線を維持するなど地域コミュニティで重要
な役割を果たしてきた。②その際、ケア・マ
ネージャーは、ヘルパーなどから得られる情
報をも利用しつつ、高齢者居宅におけるケア、
及び、最も適切な移動や介護の調整をするた
めに病院や各施設などケアに関わるエージ
ェントとの連携に不可欠な情報を提供しネ
ットワーク化する役割を果たしてきた、③高
齢者や家族をケアする対面の交流の時間は、
ケア・ワーカーにとっても生活を再考する機
会となっていること、④しかしながら、これ
らの時間は、介護保険制度のもとで十分に確
保することが困難であること、⑤同様に、高
齢者のケアに従事する人々のウェルビーイ
ングや休息、学び直しの時間の不可欠性、な
どが明らかとなった。 
特記すべき点は、東日本大震災で被災した

老人保健施設に代わって創設されたアシス
ティッド・リビング(AL)、グループホーム、
特別養護老人ホームを含む病院併設の複合
施設においては、地域コミュニティで活動し
てきた上記企業のケア・マネージャーたちと
の連携や協働が重要な役割をはたしている
こと、また、この施設では、津波で壊滅した
コミュニティに関わる思い出の品を展示し
コミュニティの文化について語るナラティ
ヴ（語り）とその時間を、高齢者たちのウェ
ルビーイングに不可欠と考え確保している
ことである。すなわち、移動や変動の中で、



喪失や辛い思い出に関しても多世代が語り
合い情報交換する機会を CCRC の要素を有す
る施設を活用し展開してきたといえる。 
長年慣れ親しんだ在宅でのケアに関わる

日本のケア・マネージャーの役割や、他機関
との連携、とりわけ CCRC との連携に関し、
現場実践者との共同研究の成果として、国際
研究集会及び公開研究セミナーで報告し（⑩
⑪⑫⑬⑭⑮⑯23・28）、出版物を作成してい
る。 
 
(2)在宅高齢者のケアの拠点として重要なの
がデイサービスやデイケアなどと呼ばれる
高齢者センターである。このセンターと高齢
者の関わりについて、日本、スイス、ドイツ、
米国、韓国における比較調査を行った。日本、
スイス、ドイツの場合は、高齢者は被ケア者
として、食事や健康増進プログラム等の提供
を選択して受ける傾向がある。これに対して、
米国では、歴史的に、センターでサービスを
提供するのも高齢者ボランティアという伝
統がある。センターは、プロダクティブ・エ
イジングやアクティブ・エイジングの舞台で
もあり、高齢者たちがボランティアとして活
動するアイデンティティ形成に寄与してき
た側面がある。だが近年、米国でも健康増進
プログラムや後期高齢者の自宅へのホーム
ヘルプなどがプログラムに取り入れられる
ようになり、センターの位置づけや高齢者ボ
ランティアの活動域が変化している(論文
④)。韓国では、地域コミュニティが公的支
援を受けて、若い世代がボランティアや寄付
によってセンターを運営している。 
 自宅で過ごす高齢者たちが利用できるデ
イサービスやデイケア、あるいは地域コミュ
ニティにおける若い世代が参加する施設に
おける、地域の特徴を生かした運営について、
国際研究集会（①③⑤）で報告したうえ、出
版物を作成している。 
また、変化を含むセンターと高齢者の活動

に関する比較調査の成果は、高齢者のエイジ
ング・イン・プレイスを考える上で重要であ
り、これらの成果は、国際研究集会（⑥、26）
で報告し、論文として発表した（③）。 
 
(3)ホームヘルプに関しては、スイスにおい
て、自宅で療養中の人々の生活を支援する
「シュピテックス」が展開され、注目されて
きた。こうした自宅で過ごす人々の支援の問
題は、ケア者が滞在できる時間と提供できる
サービスに制限があることである。そのため、
地域コミュニティにおける交流の状況が、制
度がより意義のあるものとなるかどうかに
影響を与える。同じ保険制度のもとでも、高
齢者の満足度は、地方と都市では異なること
が指摘されている。語り合いやナラティヴに
開かれた時間や機会に関しては、地域コミュ
ニティの知恵とパワーに委ねられ、課題とな
っている状況を、国際研究集会にて報告し
（⑤⑫）、出版物を作成中である。 

 
(4)高齢者のウェルビーイングとしてのエイ
ジング・イン・プレイスに資する生活の場を
構成する要素と実践について検討した。第一
に、CCRC について、米国、カナダ、スイス、
ドイツ、日本の比較調査研究を行った。CCRC
は、同じコミュニティ内で、高齢期に身体的
状況の変化に応じて、生活支援や医療を受け
ることができるので、慣れ親しんだ環境で住
み続けることが可能な暮らしの場として注
目されてきた。 
CCRC の起源が 19 世紀に遡る米国において

は、長期に暮らして資金を使い果たした人々
も暮らし続けられる工夫がなされてきた。一
時金を支払って入居するタイプの契約に関
しては、ヤング・オールドと呼ばれるより若
い世代が、生活支援を必要としないインディ
ペンデント・リビング(IL)に入居することに
よって、コミュニティ内で経済的に支え合う
保険の意味合いがある。さらに、多くの CCRC
が、宗教や大学等に関連する NPO によって運
営されていることから、多くがライフケア・
コミュニティ（生涯暮らせるコミュニティ）
という理念に基づいている。同じ社会福祉制
度のもとでも、理念に基づき運営されること
によって、高齢者のウェルビーイングにより
多く応えることができる施設として展開が
可能である。 
また、運営方針が、住人と運営者のあいだ

で議論され、大学などの他の施設と連携した
り、幼稚園を併設するなど、多世代対応やラ
イフロング・ラーニングの機会に開かれたコ
ミュニティの核としての展開が各施設で工
夫されている。高齢認知症者のエイジング・
イン・プレイスに向けた包摂的活動が、認知
症者にとってもボランティにとってもナラ
ティヴを活用した交流や新たなライフロン
グ・ラーニングの機会として注目されている
が、この活動拠点としても CCRC が活用され
ている（論文③）。 
これに対して、欧州や日本では、IL を併設

する CCRC は未だ一般的ではないが、AL とナ
ーシングホームなどを併設する施設は開発
されつつある。欧州では、こうした施設の場
合にも、20 世紀後期からは、郊外ではなく都
市コミュニティに包摂される形で設置する
ことが重視されている。これに対して、近年
の日本の大都市における特徴は、高齢者の移
動に伴う地域創生に資する CCRC の設立を検
討してきたことにある。米国とも欧州とも異
なる日本の CCRC の傾向と多世代共生コミュ
ニティにおけるウェルビーイングについて
は今後も検討を続ける必要がある（発表②④
⑤⑥）。 
 
(5)各地の歴史・文化の基盤情報の共有 
 共同研究により、高齢者ケアの拠点が自宅、
地域コミュニティ、大規模施設のいずれであ
っても、地域の歴史や特徴を生かし適合的な
デザインがなされることが、多世代が参加す



る地域振興や文化創造に繋がる可能性が明
らかとなった。共同研究を進め、第一次史料
と現地調査に基づき基礎的情報を蓄積し共
有した（論文①②④⑥、発表⑦⑧⑨⑲⑳21・
22・24・27、図書⑦）。 
 
(6)エイジ・フレンドリー・コミュニティを
構成する要素の意味に関する考察の深化 
 高齢者ケアを契機として、多世代が集う共
食、異文化交流、ナラティヴ、ライフロング・
ラーニングと養生、レジリエンスと社会的包
摂の意味に関し、先行研究と現地調査に基づ
き考察を深め共有した（論文③⑤⑥⑦⑧、発
表②⑦⑰⑱25、図書①～⑥⑧⑨）。 
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